
臨床麻酔 (2008.10) 32巻10号:1689～1691.

機器製品紹介
簡便にレミフェンタニルTCIを行えるOrchestra®

国沢卓之, 岩崎 寛



守電霊寧馨曇
喝』* 弾

司機器製品紹介

簡便にレミフェンタール硬翻を

行えるOrchestra⑧

国沢卓之

旭川医科大学病院手術部

岩崎寛

旭川医科雲大学麻酔・蘇生学教室

はじめに

レミフェンタニルは，効果の発現と消失が短時

間で，蓄積性もないため速やかに定常状態に到達

する．すなわち持続投与量から，血中濃度,効果部

位濃度を推定することが可能である')．しかし，

薬物動態パラメータに除脂肪体重（LBM)，年齢

が関与する2)ため，患者によって持続投与量から

計算される効果部位濃度は異なってくる3)．また，

短時間作用性とはいえ，効率よく効果部位濃度を

調節するためには，Target-controlledinfusion

(TCI）が理想的である')．現在国内でレミフェン

タニルのTCIを行うためには，コンピュータで

ＳＴＵＭＰＵＭＰ４)などのシミュレーションソフト

を起動させ，接続ケーブルを介して外部シリンジ

ポンプを駆動させる必要があり，おおがかりで

煩雑である．このしミフェンタニルＴＣＩを容易

に行うことができる機器はヅFreseniusKabi

(Germany）社製のOrchestra⑧である．

構成

Orchestra⑧は，手術室で静脈麻酔薬のＴＣＩを

利用して投与を行うこと，そして静脈内投与薬物
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を通常の投与法（単回投与，持続投与，初期負荷

投与)で投与を行うようにコントロールすることが

可能なワークステーションである「BasePrimea」

と，シリンジポンプに相当する「ModuleDPS」

から構成される（写真１）．ＢａｓｅＰｒｉｍｅａには

８台までのModuleDPSが接続可能であり，うち

２台はTCIモードが可能である。TCI投与を行う

写真１ Orchestra⑧の外観．

最下段が薬物投与をコントロールする

｢BasePrimea」であり，その上に４つの

｢ModuleDPS」が装着されている．
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